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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 8,330 31.4 1,047 128.1 1,010 117.9 573 314.3
23年3月期第1四半期 6,337 △0.8 459 △20.2 463 △23.3 138 △34.0

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 592百万円 （290.3％） 23年3月期第1四半期 151百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 62.03 ―
23年3月期第1四半期 14.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 19,992 12,566 61.3
23年3月期 18,257 12,084 64.5
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  12,249百万円 23年3月期  11,766百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
   24年３月期（予想）の期末配当金の内訳  普通配当  10円00銭  記念配当  10円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 10.00 ― 20.00 30.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
   連結業績予想の修正については、本日（平成23年８月12日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,220 23.0 1,430 47.0 1,400 43.3 800 101.0 86.61
通期 27,000 3.4 2,140 △1.0 2,120 △0.0 1,230 8.2 133.16
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 9,311,760 株 23年3月期 9,311,760 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 74,607 株 23年3月期 74,503 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 9,237,236 株 23年3月期1Q 9,276,128 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により企業生産、輸出が大幅に減少する

など厳しい状態が継続しておりましたが、サプライチェーンの復旧により徐々に改善の動きもみられました。しか

しながら、長期化する原発問題に起因する電力供給不足などの不確定要素により、今後の景気動向は依然不透明な

状況であります。 

当第１四半期連結累計期間の事業概況について、営業収入につきましては大型コンサートツアーや舞台公演など

のライブエンターテインメント活動に加え、それらの会場やオンラインショップで販売するグッズ販売収入も含め

好調であり増収となりました。営業利益につきましては上記増収要因に加え、厳しい環境下ではありましたがＣＭ

収入も好調だったことにより大幅な増益となりました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は営業収入83億３千万円（前年同期比

31.4％増）、営業利益10億４千７百万円（前年同期比128.1％増）、経常利益10億１千万円（前年同期比117.9％

増）、四半期純利益５億７千３百万円（前年同期比314.3％増）となり期首計画に対しても好調に推移いたしまし

た。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

〔アーティストマネージメント事業〕 

当事業につきましては、福山雅治の大型全国ツアーをはじめ、ｆｌｕｍｐｏｏｌ、ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫなどの

コンサートツアーや三宅裕司が演出、出演する舞台公演などライブエンターテインメント活動を積極的に実施し、

グッズ販売も含め好調であり主要な増収増益要因となりました。さらに、大泉洋、福山雅治、若手アーティストの

ＣＭ収入、桑田佳祐の９年ぶりオリジナルソロアルバム「ＭＵＳＩＣＭＡＮ」の印税収入が好調であったことも増

益の要因となりました。 

この結果、営業収入65億９千１百万円（前年同期比70.5％増）、営業利益10億８千４百万円（前年同期比52.3％

増）となりました。 

  

〔メディアビジュアル事業〕 

当事業につきましては、ＤＶＤ販売におきまして、韓国若手俳優チャン・グンソク主演「メリは外泊中」、ＮＨ

Ｋドラマ「セカンドバージン」、福山雅治主演大河ドラマ「龍馬伝 総集編」などであり堅調に推移致しました

が、前年同期に比べ大型作品が少なかったことにより減収となりました。しかしながら、映画出資作品の損失減少

や管理費の減少により増益となりました。 

この結果、営業収入10億９千６百万円（前年同期比46.8％減）、営業利益８千４百万円（前年同期比182.2％

増）となりました。 

  

〔コンテンツ事業〕 

当事業につきましては、サザンオールスターズ、福山雅治、ＢＥＧＩＮ、ポルノグラフィティ、Ｐｅｒｆｕｍｅ

などによる旧譜楽曲の販売及び旧譜楽曲の二次使用による印税収入でありましたが、著作権印税や貸与報酬の増加

により増収増益となりました。 

この結果、営業収入６億４千２百万円（前年同期比56.7％増）、営業利益１億１千７百万円（前年同期比

101.7％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は199億９千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億３千５百万円

増加いたしました。主な要因としましては、営業活動に伴う流動資産「商品及び製品」の減少、減価償却費の計上

による固定資産「有形固定資産」及び「無形固定資産」の減少要因などはありましたが、営業活動に伴う流動資産

「現金及び預金」及び「受取手形及び営業未収入金」の増加、関係会社設立に伴う固定資産「投資有価証券」の増

加要因などが上回り、全体としては増加しております。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は74億２千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億５千３百万円増加

いたしました。主な要因としましては、流動負債「未払法人税等」の減少要因などはありましたが、営業活動に伴

う流動負債「営業未払金」の増加要因などが上回り、全体としては増加しております。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は125億６千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億８千２百万円

増加いたしました。主な要因としましては、四半期純利益の計上に伴う「利益剰余金」の増加要因などでありま

す。この結果、自己資本比率は61.3％となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は60億８千３百万円

となり、前連結会計年度末と比較して２億９千９百万円の増加となりました。 

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は下記のとおりであります。 

  

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

営業活動の結果獲得した資金は６億６千万円（前年同期は４億７千９百万円の獲得）となりました。 

これは、主に法人税等の支払額及び営業債権の増加に伴う資金減少要因等はありましたが、税金等調整前四半期

純利益及び営業債務の増加に伴う資金増加要因等が上回ったことによるものであります。 

  

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

投資活動の結果使用した資金は２億５千万円（前年同期は９千４百万円の使用）となりました。 

これは、主に投資有価証券の取得による支出及び無形固定資産の取得による支出に伴う資金減少要因等によるも

のであります。 

  

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

財務活動の結果使用した資金は１億１千３百万円（前年同期は１億５千６百万円の使用）となりました。 

これは、主に配当金の支払額及び少数株主への配当金の支払額に伴う資金減少要因等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年５月12日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想を修正いたしました。 

詳細につきましては、本日（平成23年８月12日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 

  

※上記の予想は、当企業グループが本資料発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいたものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。



２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,802,894 6,102,951

受取手形及び営業未収入金 3,201,304 4,484,278

商品及び製品 1,411,483 1,071,465

仕掛品 1,194,412 1,265,182

貯蔵品 35,853 43,780

その他 1,274,179 1,556,347

貸倒引当金 △134,587 △176,850

流動資産合計 12,785,539 14,347,154

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,110,411 1,092,603

土地 1,760,487 1,760,487

その他（純額） 115,133 107,593

有形固定資産合計 2,986,031 2,960,684

無形固定資産 293,530 283,936

投資その他の資産   

投資有価証券 475,067 703,402

その他 1,729,522 1,712,068

貸倒引当金 △12,551 △14,627

投資その他の資産合計 2,192,038 2,400,843

固定資産合計 5,471,600 5,645,464

資産合計 18,257,139 19,992,619



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 3,931,574 4,996,278

未払法人税等 589,283 522,544

役員賞与引当金 20,660 －

返品調整引当金 28,560 23,800

その他 644,758 907,608

流動負債合計 5,214,836 6,450,231

固定負債   

退職給付引当金 762,225 782,348

役員退職慰労引当金 16,472 16,472

その他 179,541 177,418

固定負債合計 958,238 976,239

負債合計 6,173,074 7,426,471

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,587,825 1,587,825

資本剰余金 1,694,890 1,694,890

利益剰余金 8,727,247 9,205,384

自己株式 △76,920 △76,994

株主資本合計 11,933,041 12,411,105

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,649 2,835

為替換算調整勘定 △169,856 △164,292

その他の包括利益累計額合計 △166,207 △161,457

少数株主持分 317,230 316,500

純資産合計 12,084,065 12,566,148

負債純資産合計 18,257,139 19,992,619



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業収入 6,337,783 8,330,529

営業原価 4,812,106 6,406,114

営業総利益 1,525,677 1,924,415

返品調整引当金繰入額 3,728 －

返品調整引当金戻入額 － 4,760

差引営業総利益 1,521,949 1,929,175

販売費及び一般管理費 1,062,539 881,279

営業利益 459,409 1,047,895

営業外収益   

受取利息 1,749 1,326

受取配当金 1,774 608

受取手数料 792 656

その他 2,608 670

営業外収益合計 6,925 3,262

営業外費用   

事業組合投資損失 － 26,780

為替差損 － 10,643

その他 2,536 3,117

営業外費用合計 2,536 40,541

経常利益 463,798 1,010,616

特別利益   

投資有価証券売却益 11,789 －

特別利益合計 11,789 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,068 －

その他 1,868 －

特別損失合計 17,936 －

税金等調整前四半期純利益 457,650 1,010,616

法人税、住民税及び事業税 188,508 520,245

法人税等調整額 120,982 △97,692

法人税等合計 309,491 422,553

少数株主損益調整前四半期純利益 148,159 588,062

少数株主利益 9,859 15,055

四半期純利益 138,299 573,007



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 148,159 588,062

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △452 △814

為替換算調整勘定 4,190 5,564

その他の包括利益合計 3,737 4,750

四半期包括利益 151,896 592,813

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 142,037 577,757

少数株主に係る四半期包括利益 9,859 15,055



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 457,650 1,010,616

減価償却費 51,432 52,473

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26,620 44,340

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,180 △20,660

返品調整引当金の増減額（△は減少） 3,728 △4,760

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,158 20,123

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 525 －

受取利息及び受取配当金 △3,524 △1,934

投資有価証券売却損益（△は益） △11,789 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,068 －

事業組合投資損益（△は益） － 26,780

営業債権の増減額（△は増加） △15,273 △1,282,973

たな卸資産の増減額（△は増加） 71,345 261,320

営業債務の増減額（△は減少） △84,535 988,570

未払消費税等の増減額（△は減少） 68,775 36,386

その他の流動資産の増減額（△は増加） △69,054 △217,237

その他の流動負債の増減額（△は減少） △28,165 317,498

その他 1,570 2,436

小計 486,353 1,232,981

利息及び配当金の受取額 2,725 872

法人税等の支払額 △10,012 △573,285

営業活動によるキャッシュ・フロー 479,066 660,568

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,201 △2,956

有形固定資産の売却による収入 5,604 8,279

投資有価証券の取得による支出 － △216,200

投資有価証券の売却による収入 27,189 9,487

無形固定資産の取得による支出 △94,840 △15,116

子会社株式の取得による支出 － △14,551

貸付けによる支出 △20,710 △1,600

貸付金の回収による収入 1,509 1,281

その他 △3,889 △19,319

投資活動によるキャッシュ・フロー △94,338 △250,695

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △55,471 △197

自己株式の売却による収入 － 105

配当金の支払額 △93,953 △90,873

少数株主への配当金の支払額 △3,096 △15,786

その他 △4,311 △6,705

財務活動によるキャッシュ・フロー △156,832 △113,457

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,802 3,248

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 226,094 299,664

現金及び現金同等物の期首残高 3,638,819 5,783,607

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,864,914 6,083,271



該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益の調整額△340,882千円には、セグメント間取引消去45,094千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△385,977千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益の調整額△238,654千円には、セグメント間取引消去8,580千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△247,235千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

アーティスト 
マネージメント

事業 

メディア 
ビジュアル 

事業 

コンテンツ 
事業 

計 

営業収入   

外部顧客への

営業収入 
 3,865,500  2,062,304  409,979  6,337,783  －  6,337,783

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高 

 6,045  103,376  30,742  140,163  △140,163  －

計  3,871,545  2,165,680  440,721  6,477,947  △140,163  6,337,783

セグメント利益  712,046  29,954  58,290  800,292  △340,882  459,409

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

アーティスト 
マネージメント

事業 

メディア 
ビジュアル 

事業 

コンテンツ 
事業 

計 

営業収入   

外部顧客への

営業収入 
 6,591,426  1,096,678  642,424  8,330,529  －  8,330,529

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高 

 8,024  83,808  31,546  123,380  △123,380  －

計  6,599,451  1,180,487  673,971  8,453,910  △123,380  8,330,529

セグメント利益  1,084,436  84,527  117,586  1,286,550  △238,654  1,047,895

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



持分法適用の範囲の変更 

当第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社ライブ・ビューイング・ジャパンを持分法適用の範

囲に含めております。 

３．補足情報
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